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1．地下水採取量の経年変化
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関東平野北部

年間の地下水採取量は、地盤沈下防止等対策要綱による総合的な対策（地下水採取規制
に係わる条例の施行、代替水源の確保、代替水の供給事業等の完成など）によって、各地
域の地下水採取量は減少。

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

県別地下水採取量の推移（保全地域） 千葉県
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（千m3/年）

年度

茨城県生活環境の保全等に関する条

例（H17.10. 1 施行）

埼玉県公害防止条例

（S61. 7. 1地域拡大）

埼玉県公害防止条例

（H3. 7. 1地域拡大）

埼玉県生活環境保全条例

（H14. 4. 1 施行）

千葉県環境保全条例

（H7.10. 1 施行）

群馬県の生活環境を保全する条例（H

12.10. 1 施行）

栃木県地下水揚水施設に係る指導

等に関する要綱（H5. 7. 1 施行)

利根川広域導水路建設事業

吉田川総合開発事業(H11年度完成)

奈良俣ダム建設事業(H11.3完成)

霞ヶ浦開発事業(H8.3完成)

埼玉合口二期事業(H7.3完成)

権現堂調整池建設事業

(H3年度完成)

採取目標量：4.8億ｍ３/年

荒川調整池建設事業

(H9.3年完成)

さいたま市生活環境の保全に関する

条例（H21.4.1施行）

浦山ダム建設事業(H19.3完成)

渡良瀬遊水地総合開発事業

(H14年度完成)
● 7.3億m3

● 6.6億m3

4.9億m3●
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関東平野北部の地盤沈下の推移（保全地域＋観測地域）

４㎝以上

３～４㎝未満（Ｈ２３は表記していない）

２～４㎝未満（Ｈ２３のみ表記）

２～３㎝未満（Ｈ２３は表記していない）

１～２㎝未満（Ｈ２３は表記していない）

沈下面積（ｋｍ２）
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データのある平成元年以降、概ね地盤沈下面積は減少傾向にある。しかしながら、
地盤沈下面積がゼロとなる年は無く、直近の平成29年では3km2である。渇水であっ
た平成6年には地盤沈下面積が増加した。

関東平野北部2．地盤沈下面積の経年変化
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昭和53年～昭和63年の10年間累積地盤沈下量について見ると、埼玉県と茨城県の県境を
中心に最大40cm以上の範囲が広がっている。また、埼玉県所沢市周辺でも30cm以上の範
囲が見られる。

累積地盤沈下量等量線図
昭和53年1月1日～昭和63年1月1日
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関東平野北部3．地盤沈下の状況



茨城県

埼玉県

栃木県

群馬県

東京都 千葉県

小
貝
川

鬼
怒
川

渡良
瀬川

多摩川

荒
川

0km 10km 20km 30km 40km

昭和63年～平成10年の10年間累積地盤沈下量について見ると、5県の県境が近接する地
区で30cm以上の沈下の範囲が見られる。

一方、昭和53年～昭和63年の10年間累積地盤沈下量に比べると、30cm以上の地盤沈下
範囲は小さくなっている。埼玉県所沢市周辺でも地盤沈下の範囲及び地盤沈下量は小さく
なっている。
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関東平野北部

累積地盤沈下量等量線図
昭和63年1月1日～平成10年1月1日

3．地盤沈下の状況
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年間地盤沈下等量線図
（平成6年1月1日～平成7年1月1日）

年間地盤沈下等量線図
（平成29年1月1日～平成30年1月1日）

年間降水量：770mm（古河）年間降水量：1,083mm（古河）

関東平野北部では、概ね地盤沈下面積は減少傾向にある。しかしながら、地盤沈下面積が
ゼロとなる年は無く、直近の平成29年では3km2である。渇水であった平成6年には地盤沈下
面積が増加した。

●：古河気象観測所 ●：古河気象観測所
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関東平野北部3．地盤沈下の状況

（渇水年）（最新年）

地盤沈下量が
年間1cm以上の範囲



平成15年～平成20年と平成25年～平成30年の5年間の累積地盤沈下等量線を比較すると、
地盤沈下は概ね沈静化の傾向にあるものの、依然、関東平野北部の北東部を中心に地盤
沈下が継続している地区がある。
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5年間の累積地盤沈下等量線図
平成15年1月1日～平成20年1月1日

5年間の累積地盤沈下等量線図
平成25年1月1日～平成30年1月1日

（水準点別の測量結果をもとに国土交通省水資源部作成）

関東平野北部3．地盤沈下の状況


